
(1)第 43号 ASAHI UNIVERSITY NEWS LETTER 2006年フ月 1日

与

ASAHI UNIVERSITY NEWS LETTER

行
行
発
発
日月

集

毎

編

学
課疎務

朝

総

朝
日
大
学
、
姉
妹
校
で
あ
る
明
海
大
学
と
フ
イ
ン
ラ
ン
ド
に
あ
る
ト
ゥ
ル
ク
大
学
と
の

間
で
、
「文
化
学
術
交
流
協
（圧

の
調
印
式
が
行
わ
れ
、
今
年
度
か
ら
学
生
の
派
遣
・受
入

を
行
う
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
の
た
び
、
朝
日
大
学
歯
学

部
、
明
海
大
学
苗
学
部
と
ト
ウ

ル
ク
大
学
と

の
３
大
学
間
で

「文
化
学
術
交
流
協
と農

が
締

結
さ
れ
た
。

調
印
式
は
明
海
大
学

（浦
安

キ
ヤ
ン
パ
ス
）
に
お
い
て
、
宮

田
侑
理
事
長
、

藤
下
昌
己
歯
学
部
長
、
ト
ウ
ル

ク
大
学
の
し

特ヽ
弊
片
鰤
氏
の
ほ

か
関
係
者
が
参
列
し
厳
粛
に
と

り
行
わ
れ
た
。

今
後
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ

き
学
生
の
相
互
交
流
、
共
同
研

究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
発
展
、
研

究
者
及
び
警
貝
の
一父
流
な
ど
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

調
印
式
に
出
席
し
た
ト
ゥ
ル

ク
大
学
２

行

（警
貝
２
名
、

学
生
２
名
）
は
、
本
学
を
訪
問

し
、
本
学
の
概
要
説
明
を
受
け

た
後
、
附
属
病
院
等
の
見
学
、

学
長
等
と
の
昼
食
会
に
出
席
し

交
流
を
深
め
た
。

今
日
本
学
と
協
定
を
締
結
し

た
ト
ウ
ル
ク
大
学
は
、
北
欧
フ

イ
ン
ラ
ン
ド
の
旧
首
都
ト
ゥ
ル

ク
市
に
所
在
し
、
お
な
じ
み
の

「キ
シ
リ
ト
ー
ル
」
の
研
究
開

発
で
有
名
な
大
学
で
あ
る
。

た
陸
さ
ん
は
昨
年
も
出
場
し
、

入
賞
で
き
な
か

っ
た
が
、
猛
勉

強
し
て
栄
冠
を
手

に
入
れ
た

「頑
張
り
屋
さ
ん
」
で
あ
る
。

3大学の関係者による調印式が行われた

(左から)藤下歯学部長、長坂学長、宮田理事長、トウルク大学Dr.Pekka、 Mr.Pisto
高倉明海大学学長、安井日月海大学歯学部長

【
白
熱
の
戦
い
、レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚
瞑
一

北
京
外
国
語
大
学
で
行
わ
れ

た
第
９
回

「中
国
高
校
生
に
よ

る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト

（中
国
高
中
生
日
語
演
説
比

一こ
」
は
、
あ
ま
り
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
に
度
肝
を
抜
か
れ
た
。

中
国
各
地
か
ら
選
ば
れ
た
９

名
の
生
徒
た
ち
が
、
あ
ら
か
じ

め
号

え
ら
れ
た

「人

・
環
境

・

調
和
社
〈
こ

と
い
う
テ
ー
マ
に

基
づ
い
て
、
そ
の
日
本
語
力
を

競
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
大
会
だ
と
、
必

ず
途
中
で
詰
ま
る
演
者
が
い
た

も
の
で
あ
る
が
、
今
回
は
た
だ

の

一
人
も
い
な
い
ｏ
５
分
も
の

ス
ピ
ー
チ
を
完
全
に
掌
握
、
少

な
く
と
も
完
壁
に
暗
唱
し
て
い

る
。
審
査
委
員
長
を
務
め
た
北

京
外
大
の
朱
教
授
が
、
中
国
各

地
で
幾
多
の
日
本
語
ス
ピ
ー
チ

大
会
が
あ
る
が
、
こ
の
大
会
は

屈
指
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
一兵
語

す
る
だ
け
の
こ
と

は
確
か
に
あ

っ
た
。

勢

い
、
ス
ピ
ー

チ
の
内
容
が
、
テ

ー
マ
に
沿

っ
た
質

の
高

い
も
の
か
ど

う
か
の
勝
負
と
な

る
。
１
位
と
２
位

の
差
は
７
人
の
審

査
員

の
合
計
点
で

僅
か
１
点
し
か
違

わ
な
い
。
そ
れ
ほ

ど
白
熱
し
た
聞

い

で
あ

っ
た
。

な
お
、
優
勝
し

日本に招待する入賞者 4名

お

トゥルク大学と文化学術交流協定を締結… 1

学生募集要項決定  ……………… 2
日本叛日腔機能学会会長に就任… 3
法学部 経営学部教育懇談会を開催  4
ビジネス企画学科がリニューアル …… 4

関川学生フェンシングリーグを制朝… 5

2006体 育会総会開催……… ……… 5

西日本学生相撲選手権で半優勝… 5

第38期決算報告書………………… 6

看護の心が伝わりました… ……… 6

サ

ッ
カ
ー
の

「

ワ
ー
ル
ド
カ

ッ

．

プ
で
世
界
中
が

一

燃
え

て
い
る
。

い

残
念
な
が
ら
日

・

本
は
予
選
リ
ー

”

移̈
入
し
た
く
て
球
場
に
足
を

一連
ぶ
人
も
あ
る
。
こ
う

い
う

「
フ
ア
ン
も

い
る
こ
と
を
忘
れ

い
な
い
で
ほ
し
い
。

一
グ
で
敗
退
し
た
。　
一
つ
思
う

一

・
こ
と
が
あ
る
。
サ
ポ
ー
タ
ー

・

【
（フ
ア
ン
で
は
な
く
サ
ッ
カ

い

・
―
だ
け
は
こ
う
呼
ぶ
の
が

一
．

一般
的
か
。）
達
の
狂
気
振
り
を

一

・見
る
と
正
直
怖
い
。
野
球
で

【

・も
甲
子
国
、
千
葉

マ
リ
ン
の

・

ぃ阪
神
、
口
と
ア
フ
ァ
ン
な
ど

．

一あ
そ
こ
ま
で
熱
狂
的
に
な
れ

一

「
る
も
の
か
と
そ
ら
恐
ろ
し
さ

い

・す
ら
感
じ
る
。
筆
者
は
大
の

・

・プ
ロ
野
球
フ
ア
ン
で
あ
り
、　
．

一毎
日
欠
か
さ
ず
テ
レ
ビ
中
継

一

・を
見
て
い
る
。
だ
が
、
な
か

・

】な
か
球
場
に
は
足
を
運
ぶ
気

・

．が
起
こ
ら
な
い
。
東
京
ド
ー

．

一
ム
は
内
野
席
な
ら
い
い
が
。　
一

・
ト
ラ
ン
ペ
ツ
ト
や
太
鼓
の
騒

・

・音
、
私
設
応
援
国
と
称
す
る

・

・人
た
ち
に
よ
る
拍
手
の
強
要
。．

一静
か
に
ス
ポ
ー
ツ
を
観
戦
し

一

・た
い
人
も
い
る
の
だ
ｏ
も
ち

［

・
ろ
ん
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
に

・

”
は
、
大
声
を
あ
げ
て
讃
え
る
、
．

一自
ら
の
意
思
で
ｏ
と
に
か
く

一

・誰
に
も
邪
魔
さ
れ
ず
自
分
自

・

】身
の
感
情
を
野
球
の
世
界
に

・

はなみずき
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歯学部に「AO入試」導入・
「大阪試験場」設置
法学部・経営学部の「特別奨学生制度」が更に充実された

２
０
０
７
年
度
学
生
募
集
要
項
決
定

朝
日
大
学
学
生
募
集
要
項
が
決
定
さ
れ
、
歯
学
部
は
、
独
自
の
入
試
制
度
と
し
て

「
ア
ド
ミ

ツ
シ
ョ
ン
・オ
フ
イ
ス

（
Ａ。
）
入
試
」
を
新
た
に
導
入
す
る
と
と
も
に
、
コ

般
入
試
」
試
験
場

と
し
て
受
験
生
の
利
便
性
に
配
慮
し
「大
阪
会
場
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

ま
た
、
格
差
社
会
が
広
く
論
議
さ
れ
て
い
る
今
、
誰
も
が

「同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
」
に
立

て
る
よ
う
、
法
学
部

・
経
営
学
部
で
は

「特
別
奨
学
生
制
度
」
を
拡
充
し
、
新
た
に

「修
学
支

援
奨
学
金
」
（父
母
の
合
算
所
得
に
応
じ
た
奨
学
金
給
付
制
度
）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
と
と
も
に
、

「学
業
奨
励
奨
学
金
」
。
「
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
奨
学
金
」
を
よ
り

一
層
充
実
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

法
学
部
・経
営
学
部

※
文
中
の

「情
報
」
は

「情
報

管
理
」
を

「ビ
企
」
は

「ビ

ジ
ネ
ス
企
画
」
を
示
す
。

◇
指
定
校
推
薦
入
試

雰
集
人
員
法
４。
名
、
経
営
５。

名
、
情
報
３５
名
、
ビ
企
４。
名

［試

験

日
］
１１
月
１
日
い

一試
験
科
目
］
面
接
票
作
成
、
面

接一試
験

盪
本
学

◇

一
般
推
薦
入
試

軍

集
人
員
〕
法
３５
名
、
経
営
５。

名
、
情
報
２５
名
、
ビ
企
３５
名

※
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入
試
を
含
む

［試

験

日
］
ｌｌ
月
１２
日
⑪

［試
験
科
目
］
面
接
票
作
成
、
面

接一試

験

握

本
学

左

苦

屋
会

場◇
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入
試

本
学
専
願
で
、
本
学
が
指
定

す
る
競
技
種
目
で
、
全
国
規
模

又
は
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
大
会

で
活
躍
し
、
優
れ
た
成
績
を
修

め
、
入
学
後
当
該
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
継
続
す
る
意
思
の
あ
る
者

を
対
象
と
す
る
。

霜

定
競
技
種
目
〕
硬
式
野
球
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
、
相
撲
、
フ
ェ
ン

シ

ン
グ
、
剣
道
、
ホ

ッ
ケ
ー

（男
子
）
、
硬
式
庭
球
、
自
転
車

競
技
、
卓
球
、
柔
道

（女
子
）

軍
集
各
員
］法
３５
名
、
経
営
５。

名
、
情
報
２５
名
、
ビ
企
３５
名

※

一
般
推
薦
入
試
を
含
む
。

［試

験

日
〕
前
期
■
月
６
日
①

後
期
３
月
２
日
③

［試
験
科
目
〕
書
類
審
査
、
面
接

一試

験

盪

本
学

◇

一
般
入
試

（Ｉ
期

・
Ⅱ
期

・
Ⅲ
期
）

一募
集
人
員
〕

Ｉ
期
　
法
４。
名
、
経
営
６５
名
、

情
報
３。
名
、
ビ
企
４。
名

Ⅱ

・
Ⅲ
期
　
法
１０
名
、
経
営
１０

名
、
情
報
Ю
名
、
ビ
企

１０
名

［試

験

日
］

Ｉ
期
Ａ
日
程
　
１
月
３．
日
い

Ｉ
期
Ｂ
日
程
　
２
月
１
日
い

Ⅱ
　
　
　
期
　
２
月
２２
日
い

Ⅲ
　
　
　
期
　
３
月
１３
日
い

一試
験
科
目
零
国
語
総
合
・現
代

文

（古
典
を
除
く
と

「日
本
史

Ｂ
」
「世
界
史
Ｂ
」
「数
学
Ｉ

・

数
学
Ａ
」
一‐英
語
Ｉ
・Ⅱ
」
以
上

か
ら
Ｉ
期
Ａ
日
程
は
３
科
目
、

Ｉ
期
Ｂ
日
程
、
Ⅱ
期
、
Ⅲ
期
は

２
科
目
選
択

一試

験

場
〕
本
学

・
名
古
屋
会

場◇
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利

用
入
試

（Ｉ
期

・
Ⅱ
期

・
Ⅲ
期
）

軍

集
△

昌

Ｉ
期
　
法
４
名
、
経
営
４
名
、

情
報
４
名
、
ビ
企
４
名

Ⅱ

・
Ⅲ
期
　
法
３
名
、
経
営
３

名
、
情
報
３
名
、
ビ
企

３
名

［試

験

日
〕
本
学
独
自
の
個
別

試
験
は
課
さ
な
い

一試
験
科
目
］
本
学
が
利
用
す
る

「大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
塗

の
教
科

・
科
目
の
う
ち
、
受
験

し
た
高
得
点
の
２
教
科
２
科
目

を
利
用
し
選
抜

◇
特
別
選
抜
入
試

本
学
密
日
の
入
試
制
度
で
、

警
弗
陣
謗
↑
韓
睦
野 ．
，こ 文
凱
嚇
鉤
一

優
れ
た
個
性
と
能
力
を
発
揮
す

る
者
を
対
象
と
し
て
選
抜
す
る
。

中募
集
人
員
〕法
５
名
、
経
営
５

名
、
情
報
５
名
、
ビ
企
５
名

一試
験
科
目
］
書
類
審
査
、
面
接

一試
験

盪
本
学

歯

学

部

◇
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

。
オ
フ
ィ

ス

（Ａ
Ｏ
）
入
試

本
学
独
自
の
入
試
制
度
で
、

本
学
歯
学
部
を
第

一
志
望
と
し

て
入
学
を
目
指
す
者
で
、
自
己

の
目
標
や
構
想
を
実
現
す
る
十

分
な
意
欲
と
能
力
を
有
す
る
者

（
差
士
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ヤ
ン

パ
ス
、
体
験
入
学
の
実
施
日
程

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
お
知
り

合
い
の
方
の
子
弟
に
受
験
生
が

い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
足
非

と
も
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

◇
対
　
　
象

法
学
部

・
経
営
学
部
希
望
者

◇
開
催
日
時

第
１
回
７
月
２８
日
③
ｉＯ
時
～
１６
時

第
２
回
８
月
１８
日
⑥
１０
時
～
１６
時

第
３
回
９
月
２
日
ω
１０
時
～
１６
時

◇
内
　
　
容

２
０
０
７
年
度
入
試
概
要
の

を
対
象
と
し
て
選
抜
す
る
。

［募
集
人
巨屋

１０
名

［試

験

日
］

第

一
次
選
考
　
１０
月
７
日
ω
、

第
二
次
選
考
　
■
月
１
日
は

［試
験
科
目
〕第

一
次
選
考
　
小

論
文
、　
一
次
面
接

第
二
次
選
考
　
講
義
理
解
カ
テ

ス
ト
、
二
次
面
接

”試
験
盪
本
学

◇
指
定
校
推
薦
入
試

軍
集
各
貝
一３。
名

［試

験

日
〕
ｍ
月
１
日
い

［試
験
科
目
中
小
論
文

（英
文
の

課
趣
に

つ
い
て
日
本
語
で
論

述
）、
面
接

［試
験
盪
本
学

◇

一
般
推
薦
入
試

軍
集
人
員

２。
名

一試

験

日
］
１１
月
Ｈ
日
０

一試
験
科
目
］
小
論
文

（英
文
の

課
題
に
つ
い
て
日
本
語
で
論

述
）、
面
接

［試
験
盪
本
学

◇

一
般
入
試

軍
集
人
員
６８
名

［試

験

日
〕
２
月
１
日
ｎ

［試
験
科
目
中
小
論
文
、
「英
語

Ｉ

・
Ⅱ
」
（必
須
）
、
「数
学
Ｉ

・

Ⅱ

・数
学
Ａ
」
「物
理
Ｉ
・
理
科

総
合
Ａ
」
「化
学
Ｉ
・理
科
総
合

Ａ
者
生
物
Ｉ
・理
科
総
合
Ｂ
」
以

上
か
ら
１
科
目
選
択
、
面
接

一試

験

場
〕
本
学

・
大
阪
会
場

雛

馨

岡
幾
騨

説
明
、
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
、

体
験
授
業
、
キ
ャ
ン
パ
ス
見

学
、
個
別
相
談
ほ
か

◇
対
　
　
象

歯
学
部
希
望
者

◇
開
催
日
時

第
１
回
７
月
２２
日
ω
１０
時
～
１５
時

第
２
回
８
月
２４
日
的
１０
時
～
１５
時

◇
内
　
　
容

２
０
０
７
年
度
入
試
概
要
の

説
明
、
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
、

ミ
ニ
体
験
講
義
、
模
擬
実
習
、

在
学
生
の
体
験
談
、
佃
別
相

談
ほ
か

I

ン
キ
ャ
ン

ス

(問合せ先〉朝日大学 入試課
〒501-0296岐 阜県瑞穂市穂積1851

画面0120-058327  皿058-329-1088  巳田058-329-1089

E‐mailmyuusi@aliCe asahi‐u.ac.jp

※」R穂積駅から「無料スクールバス」を運行しております。
※参力口希望の方は、入試課まで電話、FAX、 E― mali又はハガキにて
ご連絡ください。
※参加者全員にオリジナルグッズをプレゼントします。
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日
本
顎
口
腔
機

能
学
会
会
長
に
、

本
学
歯
学
部
小
児

歯
科
学
分
野
の
田

村
康
夫
教
授
が
就

任
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
本
学
会
は
、
１

９
８
２
年
に
日
本

Ｍ
Ｅ
学
会
専
門
別

研
究
会
の

「
下
顎

運
動
と
Ｅ
Ｍ
Ｇ
研

究
ハ
至

と
で
つ
名

称
で
発
足
し
、
１

９
８
５
年
に
現
在

の

「日
本
顎
口
腔

機
能
学
〈
至

へ
と
発
展

・
移
行
（

ま
た
日
本
歯
学
系
学
会
連
絡
協

議
会
に
も
所
属
す
る
代
表
的
な

学
会
の

一
つ
で
も
あ
り
、
こ
れ

ま
で
の
歴
代
会
長
は
、
研
究
の

内
容
か
ら
補
綴
学
、
口
腔
生
理

学
、
工
学
の
各
分
野
か
ら
我
が

国
を
代
表
す
る
者
が
歴
任
し
て

お
り
、
小
児
歯
科
学
か
ら
は
初

め
て
の
会
長
就
任
と
な
る
。

日
本
顎
口
腔
機
能
学
会
の
目

的
は
、
顎
口
腔
機
能
の
分
野
に

興
味
、
関
心
を
有
す
る
研
究
者
、

臨
床
家
に
広
く
門
戸
を
開
く
こ

と
と
、
学
会
誌
を
発
行
し
、
こ

の
分
野
の
研
究

・
臨
床
の
成
果

歯
科
理
工
学
分
野
の
共
著
で
あ

る
論
文

（∪
ｏ心
】ｃ巧Ｂ
Ｂ
ド亀

∽ｏ
Ｐ，
∽①
ド一μコ
∞
司
ｏ
こ∩
口
ヽ
ミ
‐↓

∩
芍
０
０
３
０
獄

うｑ
Ｅ
Ｅ
Ｊ
２
ｏ
日

の
発
表

の
場
を
作
る
こ
と
に
あ

り
、
年
間
２
回
の
学
術
大
会
の

開
催
と
年
間
２
号

の
学
術
誌

の

刊
行
が
行
わ
れ
て
い
る
。

現
在
、
会
長
数
は
５
０
０
人

日
本
顎
口
腔
機
能
学
会
会
長
に
就
任
の
日
村
教
授

朝
日
大
学
歯
学
部
４
年
生
対

象
に

「
２
０
０
６
年
度
共
用
試

験
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
」
が
実
施
さ
れ
た
（

「
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
」
は

「
Ｃ
Ｂ
Ｔ
」

と
と
も
に
臨
床
実
習
参
加
資
格

試
験
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
今
回

か
ら
本
格
実
施
と
な
り
、
全
国

歯
学
部
の
２
０
０
６
年
度
臨
床

突
習
生
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い

る
。
今
回
は
学
外
の
協
力
者
（モ

ニ
タ
１
１
名
、
外
部
評
価
者
１８

名
、
模
擬
患
者
１４
名
）
と
学
内

１
３
７
名
、
合
わ
せ
て
１
７
０

名
の
ス
タ
ッ
フ
で
実
施
さ
れ
た
。

本
学
は
広
島
大
、
岡
山
大
、

徳
島
大
、
大
阪
大
、
大
阪
歯
科

大
、愛
知
学
院
大
の
７
校
で
「相

互
評
価
グ
ル
ー
プ
」
を
編
成
し

＜
）
が

「
日
本
歯
科
理
工
学
会

論
文
善屋

を
受
賞
し
た
。

こ
の
論
文
賞
は
、
前
年
度
の

歯
科
理
工
学
会
の
和
文
誌
で
あ

る
「歯
科
材
料
・器
械
」
と
央
文

誌
で
あ
る
ご
ｏＲ
貿
”霞
エ

に
掲
載
さ
れ
た
論
文

（和
文
１７

構

『多
賀
谷
正
俊
論
文
』
が

「日
本
歯
科
理
工
学
会
論
文
賞
」
を
受
賞

こ
の
た
び
東
京
都
で
開
催
さ

れ
た
第
４７
回
日
本
歯
科
理
工
学

会
学
術
講
演
会
に
お
い
て
、
本

学
歯
学
部
小
児
歯
科
学
分
野
と

′

,′

r

r

r/

,―

一

余
り
と
比
較
的
小
規
模
で
は
あ

る
が
、研
究
内
容
は
深
く
広
く
、

特
に
若
手
の
研
究
者
に
と

っ
て

非
常
に
刺
激
が
あ
る
学
会
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

カ
ル
シ
ウ
ム
を
基
材
と
し
そ
の

成
分
比
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り

様
々
な
要
τ
も

つ
貼
薬
剤
を
開

て
お
り
、
各
大
学
の
評
価
者
が

相
互
に
大
学
を
行
き
来
す
る
こ

と
と
な

っ
て
い
る
。

朝
９
時
ＯＯ
分
ス
タ
ー
ト
、
１５

時
３．
分
試
験
終
了
、
１６
時
３。
分

解
散
と
ほ
ぼ
１
日
か
か
る
過
密

日
程
。
し
か
し
、
こ
れ
で
も
他

大
学

に
比

べ
る
と
か
な
り

の

「省

エ
ネ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
」
と
の
一局

評
価
を
受
け
た
。

発
、
人
工
血
漿
内
で
の
セ
メ
ン

ト
の
挙
動
と
溶
液
変
化
を
分
析

し
、
そ
の
結
果
、
本
セ
メ
ン
ト

の
生
活
歯
髄
切
断
法
に
お
け
る

新
た
な
姑
薬
材
と
し
て
の
有
用

性
を
実
証
し
て
お
り
、
こ
の
こ

と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

本
学
法
学
部
で
は
、
Ｆ
Ｄ
活

動
の

一
環
と
し
て
学
部
独
自
の

「
Ｆ
Ｄ
活
動

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
が
Ｆ
Ｄ
活
動
推
進
委
員
会

委
員
の
山
本
英
弘
教
授

・
高
梨

文
彦
講
師
を
中
心
に
行
わ
れ
て

い
る
。

今
回
で
１３
回
目
の
開
催
と
な

っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
で
は
、

授
業
形
態
に
よ

っ
て
重
要
な
ツ

ー
ル
と
な
る

「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
」

の
利
用
方
法
と
作
成
に
つ

い
て
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
ま
じ

え
た
実
践
的
な
研
修
が
行
わ
れ

会
場
と
な

っ
た
本
学
７
号
館
情

報
処
理
研
究
室
で
は
参
加
教
員

が
熱
心
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
の

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

な
お
、
全
学
の
Ｆ
Ｄ
活
動
推

進
委
員
会
で
は
今
後
、
授
業
理

解
度
調
査
の
実
施
や
、
教
員
研

修
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

OSCE終了後にスタッフ反省会が行われた

FDワーク
ショップ
開催を

講師のレクチャーに耳を傾ける法学部教員



2006年7月 1日 ASAHI UNIVERSITY NEWS LETTER 第 43号  (4)

―

“

ビJ

曰
中

団

日

国

一

草

法
学
部

・
経
営
学
部
の
教
育

懇
談
会

（学
費
支
弁
者

・
保
護

者
対
象
）
が
本
学
６
号
館
大
講

義
室
で
開
催
さ
れ
た
。

両
学
部
の
懇
談
会
で
は
、
は

じ
め
に
学
長

・
学
部
長
の
挨
拶
、

教
員
の
紹
介
、
学
部

・
学
科
の

説
明
、
学
生
生
活
全
般
に
関
わ

る
説
明
、
入
学
時
か
ら
４
学
年

に
至
る
ま
で
継
続
的
に
行
わ
れ

て
い
る
就
職
支
援
活
動
全
般
に

つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
、
質

疑
控
全
す
を
経
て
全
体
の
懇
談

ア
の
交
通
事
情
や
文
化

・自
然

・

シ
ョ
ツ
ピ

ン
グ
な
ど
に
つ
い
て

海
外
研
修
で
得
た
貴
重
な
体
験

会
を
終
了
し
た
。

そ
の
後
、
個
別
面
談
が
実
施

さ
れ
、
指
導
教
員
毎
の
個
別
ブ

ー
ス
で
は
、
各
指
導
教
員
と
父

母
等
が
学
生
の
大
学
で
の
様
子

を
、
研
修
に
参
加
し
た
５
名
の

学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
行

っ

た
。

鵬麟囃

昨
年
度
実
施
さ
れ
た
経
営
学

部
短
期
海
外
研
修

〔オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア

”
セ
ン
ト
ラ
ル

・
ク
イ

ー
ン
ズ
大
学

（Ｃ
Ｑ
Ｕ
）
に
て

２
月
２５
日
～
３
月
１９
日
の
期
間

で
実
施
〕
の
報
告
会
が
本
学
５

号
館
講
義
室
で
開
催
さ
れ
た
。

研
修
先
の
本
―
ム
ス
テ
イ
宅

で
の
生
活
、
大
学
生
活
、
語
学

研
修
の
成
果
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

報1部

期 ィ

′′
″
年
■

，
ｉ‥
″
メ
・．
”

ｈ
ｒ
Ｔ
′
【一
中， 計
ｒ

部
ド
Ｆ

ド
♂
，・．Ч

■

・・．

開
催 中　μ　・．　

・
Ｐ
い・‥“Ｐ　・．

¨
Ｆ

ご
与
・．

参加者は大学の教育方針等の説明に熱心に聞き入つていた

せ
ジ
ネ
ス
企
画
学
科
一０
■
＝

魏
唯畔郷暉け募
購鐸
一呼
試
轄
呼
の「難響緊張した面持ちで発表する研修参加者

電
や
学
業
成
績
、
就
職
活
動
な
ど

に
つ
い
て
の
面
談
を
行

っ
た
。

閉
会
後
も
参
加
者
か
ら
の
質

問
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、教
員

・事

務
職
口員
が
そ
れ
ぞ
れ
狂
心
し
、

適
切
な
回
答

・
ア
ド
バ
イ
ス
が

行
わ
れ
た
。

ス
を
、
「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ヤ
ル
十

「消
費
者
心
理
」
名
ス
ポ
ー
ツ

マ
不
ジ
メ
ン
ト
」
の
３
コ
ー
ス

ヘ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
「学
生

の
サ
ポ
ー
ト
体
細
」
を
よ
り

一

層
充
実
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

同
学
科
で
は
、
学
生
が
社
会

的
技
量

（社
会
生
活
で
幸
福
を

つ
か
み
成
功
す
る
た
め
に
必
要

と
な
る
様
々
な
技
日尋

を
高
め

真
の
社
会
人
と
な
り

冒
死
全
就

職
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
独

自
に
開
発
す
る

『社
会
的
技
量

向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム

（仮
称
こ

に

学
生
の
論
文
発
表
の
場
を
積

極
的
に
提
供
す
る
こ
と
で
朝
日

大
学
経
営
学
会
が
主
催
し
、
「学

生
縣
貸
論
と

の
募
集
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
多
数
の
応

ま
た
、
報
告
会
の
終
わ
り
に

は
、
２
０
０
６
年
度
朝
日
大
学

短
期
海
外
研
修

〔
ア
メ
リ
カ

”

基
づ
き
、
学
生
個
々
に
応
じ
た

ス
テ
ッ
プ
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

（各
種
資
格

の
取
得
を
目
指

す
。）
で
き
る
よ
う
き
め
細
か
な

指
導
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
〔

〈フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ー
ス
〉

簿
記
財
務
等
の
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
と
資
金
に
関
す
る
社
会
的
技

量
を
習
得
す
る
コ
ー
ス
で
、
併

せ
て
、
事
業
継
承
等
の
経
営
者

志
望
学
生

へ
の
実
践
的
経
営
技

量
を
指
導
す
る
ｃ

金
融
業
界
、
経
理
エ
キ
ス
パ

ー
ト
、
経
営

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

志
向
す
る
学
生
向
け
。

宿
費
者
心
理
コ
ー
ス
〉

人
間
心
理

（行
動
特
性
）
の

理
解
を
基
礎
に
、
客
観
的
な
情

報
処
理
が
可
能
な
社
会
的
技
量

を
習
得
す
る
コ
ー
ス
。

フ
ア
ツ
シ
ョ
ン
ト
レ
ン
ド
セ

ツ
タ
ー
、
ホ
テ
ル

・
旅
行
業
界
、

商
品
開
発
、

マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
、

情
報
分
析
、

Ｔ
Ｔ
産
業
等
を
志

向
す
る
学
生
向
け
。

〈ス
ボ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ー
ス
〉

ス
ポ
ー
ツ
経
験
を
活
か
し
て

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
な
ど

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
型
社
会
的
技
量
を
習
得
す
る

コ
ー
ス
。

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
不ヽ
ス
、
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
と
し
て
ミ
ド
ル
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
以
上
を
志
向
す
る

学
生
向
け
。

奨
励
賞

“
品
質
機
能
展
開

（Ｑ

Ｆ
Ｄ
）
の
シ
ー
ン
展
開
に
お

け
る
原
始
デ
ー
タ
に
関
す
る

研
究

（三
崎
健
大
、
伊
藤
泰
謹
、
許

英
蘭

中
稲
吉
ゼ

こヽ

佳
作

中
品
質
機
能
展
開

（Ｑ
Ｆ

Ｄ
）
に
お
け
る
事
前
想
定
型

シ
ー
ン
展
開
の
開
発

（豊
岡
香
奈
、
田
口
裕
也
、
川

東
亘
、
加
地
慶
朗

中
稲
吉
ゼ

ヽヽ
こ

佳
作

中
製
造
業
に
お
け
る
工
数

原
単
位
の
重
要
性
―
自
動
車

部
品
工
程
の
改
善
の
事
例
―

（河
田
寛
規

“
國
澤
ゼ
ミ
）

に
つ
い
て
の
案
内
も
あ
り
、
学

生
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う

呼
び
か
け
が
な
さ
れ
た
。

募
論
文
が
あ
り
、
受
賞
論
文
が

次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

受
賞
学
生
の
今
後
の
研
究
の
場

に
お
け
る
活
動
が
期
待
さ
れ
る
。

学
会
長
賞

”
該
当
な
し

カ
ル
フ
オ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
ロ

ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
校
（Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）

で
夏
季
休
業
中
に
実
施
予
定
〕

H
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◆2006年度 体育会強化種目活動状況◆
クラブ名 大会名 開催日 試 合 結 果

相  撲  部 西日本選抜学生相撲大会、
西日本学生相撲新人選手権大会

5月 14日
個人戦 準優勝 白塚元久 (法 4年 )

団体戦 (新人戦) 準優勝(初 )

卓  球  部
東海学生卓球新人大会 5月 6日 女子シングルス 準優勝 浦 葉留香 (経営 1年 )

東海学生卓球春季リーグ戦 5月 12～ 14日
女子 1部 優 勝
男子 2部 優勝 (入イ1替え戦に勝利し、 1部昇格)

女 子 柔 道 部

第二3回東海学生女子柔道優勝大会 5月 21日 準優勝 全国学生柔道大会に出場決定

岐阜県柔道体重別選手権大会
兼 国民体育大会選手選考会

6月 4日

52kg級

優 勝 黒田優子 (法 4年 )

準優勝 本村 瞳 (法 2年 )
3位 野島 綾 (法 2年 )

70k=級

優 1秀 杉里予友紀 (法 2年 )

準優勝 宮下輝美 (法 4年 )

3位 栗田さくら子 (法 2年 )

3位 八木茉莉奈 9青報管理2年 )

無差別級
3位 古畑妃恵 (ビジネス企画 1年 )

3位 香日井歩 ぐ情報管理 1年 )

フェンシング部
関西学生フェンシング新入戦

4月 23日、
5月 8日

サーブル個人 男子 3位 向竹 淳 (経営 2年 )
サーブル個人 女子 3位 上原あいか ぐ1青報管理 1年 )

東京都ジュニア選手権大会 5月 3日 サーブル個人 女子 優 B券 青柳裕子 (経営 2年 )

パレーボール部
第100回 岐阜県大学男女バレーボール
リーグ春季大会

8月 4日 ]部リーグ 優 勝

剣  道  部
東海学生 女子学生剣道選手権大会 5月 21日

男子 第 3位 藤関智基 (経営 4年 )

女子 第 3位 岡ともえ (法 3年 )

東海学生 女子学生剣道新人選手権大会 6月 4日 男子 第 3位 恒チt和也 (法 1年)

ホ ッケ ー 部 関西学生ホッケー春季リーグ戦
4月 15日 ～

5尾 21日
]部リーグ 第 3位

自転車競技部

2006境川トラックレース 4月 2223日
]kmTT 準優1芳 村松俊弥 (経営 2年 )

ポイントレース 3位 菊池誠晃 (情報管理 2年 )

第26日西日本学生選手権大会 5月 67日

4kmTP 優勝(3連覇)
増田智仁 (法 3年 )、 中島和夫 (経
営 3年 )、 菊池誠晃 (情報管理 2
年)、 驚原大直 (情報管理 2年 )

ケイリン 優 勝 山田佳典 ぐ情報管理2年 )

スプリント 準優勝 村松俊弥 ぐ情報管理 2年 )

]kmTT
準優勝 高間悠平 ぐ情報管理 1年 )

3位 高木健也 (ビジネス企画 2年 )

4 kmIP
準優勝 増田智仁 (法 3年 )

3位 井F共民太― (ビジネス企画 1年)

目

巫
田

体
育
会
フ
エ
ン
シ
ン
グ
部
は

今
春
、
関
西
学
生
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
リ
ー
グ
戦
に
お
い
て

「
フ
ル

ー
レ
」
男
女
共
に
３
位
、
「サ
ー

ブ
ル
」
で
は
男
子
優
勝
、
女
子

準
優
勝
の
成
績
を
収
め
、
最
終

戦
の

「
エ
ペ
」
で
は
男
女
共
に

優
勝
を
勝
ち
敦
り
、
総
合
ア
ベ

ッ
ク
優
勝
の
快
挙
を
成
し
遂
げ

「第
５６
回
全
日
本
学
生
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
王
座
決
定
戦
」
に
駒
を

進
め
た
。

王
座
決
定
戦
で
は
、
関
束
勢

の
厚
い
壁
に
は
ね
返
さ
れ
、
男

子
は

「
エ
ペ
」
準
優
勝
≒
サ
ー

ブ
ル
」
３
位
、
女
子
は

「
エ
ペ
一

「サ
ー
ブ
ル
」
共
に
４
位
に
甘

ん
じ
る
結
果
と
は
な
っ
た
が
、

「イ
ン
カ
レ
」

へ
の
雪
辱
を
誓

う
部
員
た
ち
の
姿
に

「大
学
日

本

圧

の
栄
冠
は
着
実
に
近
づ

い
て
い
る
。

と

アベック優勝をはたしたフェンシング部

日

/
オ́

為
誤
洋摯
謙
蘇
勢
戸
縛
饒
餌
φ藩
管

開
催
さ
れ
た
。

会
場
に
は
、
体
育
会
指

導
者
と
共

に
■
種
目

の

強
化

ク
ラ
ブ
の
学
生
４

２
３
名
が
集
い
、
赤
石
健

司
副
学
長
挨
拶
、
大
友
克

之
体
育
会
会
長
挨
拶
、
前

空
度
成
績
発
表
に
続
き
、

各

ク
ラ
ブ
か
ら
は
本
年

度
の
年
間
目
標

・
抱
負
が

力
強
く
発
表
さ
れ
総
会

は
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

西
日
本
選
手
権
で
準
優
勝

第
８。
回
西
日
本
学
生
相
撲
選

手
権
大
会
が
堺
市
大
浜
公
園
相

撲
場
に
て
開
催
さ
れ
、
１
部
所

属
の
７
大
学
に
よ
る
団
体
リ
ー

グ
戦
が
行
わ
れ
た
。

朝
日
大
学
体
育
会
相
撲
部
は

東
海
学
国
大
学
、
立
命
館
大
学

同
志
社
大
学
、
九
州
情
報
大
学

愛
知
学
院
大
学
を
打
ち
破
り
、

５
勝
１
敗
の
好
成
績
を
収
め
、

み
ご
と
同
大
会
で
初
の

「準
優

勝
」
の
栄
冠
を
勝
ち
取

っ
た
ｏ

こ
の
結
果
、
■
月
に
開
催
さ

れ
る

「全
日
本
学
生
相
撲
選
手

権
大
〈
至

へ
の
Ａ
ク
ラ
ス
出
場

が
送
一定し
た
。

ま
た
、
２
名
の
角
界
力
士
を

輩
出
し
て
い
る
本
学

へ
、
日
本

相
撲
協
会
の
田
子
ノ
捕
親
方
が

表
敬
訪
問
に
訪
れ
、
学
内
の
相

撲
場
で
籍
古
を
視
察
し
た
。

縮会の会場は熱気でつつまれた準優勝を勝ち取つた相撲部員たち
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貸借対照表 2006年 3月 31日    単位 :円

車′筒子を体験する高校生

単位 :円

単位 :円

北方警察署から「自転車マナー」の指導を受ける留学生

春
季
入
学
の
外
国
人

留
学
生
を
対
象
と
し
た

「総
合
オ
リ

エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
」
が
開
催
さ
れ

た
ｃ同

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
は
、
日
本
で
の
留

学
生
生
活
を
円
滑
に
送

り
学
業
成
就
が
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
学
生
部
主
催
の

行
事
と
し
て
毎
季
開
催

さ
れ
て
い
る
。

瑞
穂
市
役
所
、
岐
阜

中
消
防
署
、
北
方
警
察

署
の
協
力
を
得
て
行
わ

れ
た
各
種
説
明
会

・
実
地
訓
練

で
は
、
参
加
し
た
留
学
生
た
ち

は
み
な
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
受

講
し
て
い
た
。

り
が
　
事
故
に
な
る

河
津
　
数
士

（情
報
３
年
）

第
２
席
　
不
注
意
な
　
道
路
の

横
切
り
　
・事
故
の
も
と

佐
藤
い
ず
み

（法
１
年
）

第
３
席
　
横
断
歩
道
　
待

つ
の

は
た

っ
た
　
ち
ょ
っ
と
だ
け

執
行
　
沙
知

（情
報
３
年
）

「交
通
安
全
標
語
」

優
秀
作
品
を
発
表

看
護
ｏ
ａ
ガ
伝
わ
り
き
０
た

こ
の
ほ
ど
朝
日
大
学
学
生
部

で
は
、
学
生
、
教
職
員
、
来
訪

者
な
ど
の
交
通
安
全
に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
こ
と
を
め
ざ
し

ま
た
、
大
学
工
門
前
の
道
路
に

か
か
る
交
通
安
全
対
策
の

一
環

と
し
て

「交
通
安
全
標
韮
巴

を

募
集
し
た
。

１
０
０
件
近
い
作
品
が
学
生

や
教
職
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
審
査

の
結
果
、
優
秀
作
品
が
次
の
と

お
り
決
定
し
た
。

今
後
、
学
生

・
教
職
員

一
同

が
標
語
を
目
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

コ
父
通

マ
ナ
ー
の
意
識
向
上
」
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

第
１
席
　
横
断
歩
道
　
君
の
焦

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
生
誕
の
５

月
１２
日
は
看
護
の
日
。
朝
日
大

学
附
属
村
上
記
念
病
院
で
は
５

月
８
日
か
ら
５
月
１２
日
を
看
護

週
間
と
し
、
「健
康
相
談
・白
衣

試
着
体
験

・
ふ
れ
あ
い
看
護
体

験
」
が
実
施
さ
れ
た
。

「健
康
相
談
」
で
は
血
圧
測

定

・
体
脂
肪
測
定
を
行
い
、
患

者
様

へ
の
日
常
生
活
の
健
康
ア

ド
バ
イ
ス
が
行
わ
れ
、
患
者
様

か
ら
は

「日
ご
ろ
ゆ
っ
く
り
相

談
す
る
機
会
が
な
い
の
で
い
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。」
と
い
う

声
が
聞
か
れ
た
。
「白
衣
試
着
体

験
」
で
は
入
院
患

者
様
が

「
一
度
白

衣
を
着
て
み
た
か

っ
た
の
。」
と
う
れ

し
そ
う
に
試
着
し

て
い
る
の
が
印
象

的
で
あ

っ
た
。
「
ふ

れ
あ

い
看

護

体

験
」
で
は
、
県
内

の
高
等
学
校
か
ら

９
名
の
生
徒
が
参

加
。
白
衣
を
着
た

高
校
生
は
看
護
節

に
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
血
圧

測
定
、
体
位
変
換
、
足
浴
、
車

椅
子
乗
車
な
ど
の
看
護
体
験
を

行

っ
た
。

体
験
後
、高
校
生
か
ら
は
「看

護
師
さ
ん
が
患
者
様
に
優
し
く

接
し
、
励
ま
し
て
い
る
姿
を
見

て
大
変
な
仕
事
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。」
「初
め
て
車
椅
子
に
乗

っ
て
、
目
線
の
高
さ
の
違
い
や

恐
怖
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。」
な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
、
相
手
を

思
い
や
る
気
持
ち
の
大
切
さ
を

参
加
し
た
高
校
生
た
ち
は
学
ん

だ
よ
う
で
あ

つ
た
。

収入の部 支出の部

学生 生徒等イ由付金収 入 5740,842,000

41.690,340

16850,000

239395360

2.553,096016

31544373.459

269、 219,221

7945122384
155Sフ 7869

978646500

286ワ 1006.301

△230ク 、455,213

26.252925026

入

入

入

入

入

入

入

入

入

入

定

金

手

寄

補

資

資

事

医

雑

前

そ

資

前

資 金 支 七B調 整 甚力定
次 年 度 繰 越 支 払 資 金

6755.367,850

5271031.809

723429.284

210336841

407920554

35,681 273,802

1.477,189,970

支
筆
支
支
支
支
支

経

賢

係

係

用

の

究

経

関

関

運

他

出

出

出

出

出

出

出

賢

作
翻
理
設
備
産
の

人

敦

管

施

設

資

そ

△102485フ ,281

24,589696,434

収入の部合計 74,C91389,ρ 6a 74,091 989263支出の部合計

消費収入の部 消費支出の部

学 生 生 徒 等 納 付 金

手   藪   料
寄    付    金
補    助    金
資 産 運 用 収 入

資 産 売 却 差 額

事 業 収 入

医     療     増又    入

雑    収    入

57408420(10

411890,340

27,753901

239,395360

2.553096016

3546986360

259219221

794312ρ.384

155,677869

人    作    費
教 育 研 究 経 費

管 理 経 費

資 産 処 分 差 額

徴収不 能 引当金繰入額

↑ュ支   虹叉   ¬ド   禽ヒ   客買

6658217,919

6.213,081.769

748,168727

644780,210

]5563,928

18014.365

帰 属 収 入 の 部 合 計   20.50979]85]
基 本 金 組 入 額  △7690809255
消 費 収 入 の 部 合 計   12818972.596 消 費 支 出 の 部 合 計   ]4297826,918

当年度 消費収入超過 額   △ 1478,854,322
前年度繰越消費収入超過額    54,258743,842

基 本 金 取 崩 額 633220.065

翌年度繰越消費収入超週頷    534131109585

資 産 の部 負猿の部

固定資産 g7,45854248] 固定負債 9976ヨ 9]912

有形固定資産

土地

建物

構築物

教研】幾器

その他機器

図書

その他

その他固定資産

有価証券

収益事業元入金

第 2号基本金引当資産

第 3号基本金引当資産

退職給与引当特定資産

その他

2415430138弓 8

]ユ 121 493001

8607477024
365240.123

1329659]48

83072629

310148234]6

42,04847フ

729151528663

39]29620973

4390481095
4254000000
21,062500000

3,976191912

102,734883

退耳説給与引当金

長期借入金

3976191 912

0

流動負債 2027.172543

未払金

前受金

短期借入金

預 り金

974240,804

978646,500

0

74285239

負債の部合計 6.003364455

基本金の部

第 ]号基本金

第 2号基本金

第 3号基本金

第 4号基本金

37706890,669

4254030000

21 062500000

1 000000000

基本金の部合計 64023390669

流動資産 25981,322228

現金 預金
未収入金

その他

24589,696434

1 188173,64]

203452153

消費収支差額の部

翌年度繰越消費収入超週額    53413109.585
消費収支差額の部合計 53413109585

資産の部合計 ]23439,8641709
負債の部、基本金 の部及

ひ消費収支差額の部合計
]23,439,864.709


